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（
１
）
概
要

　

こ
こ
で
以
下
翻
刻
紹
介
す
る
九
通
の
文
書
は
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
、
東
京
古
典

会
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
に
お
い
て
史
料
編
纂
所
（
以
下
本
所
）
が
購
入
し
た
も
の

で
あ
る
。
入
札
目
録
で
は
「
正
伝
寺
関
係
文
書
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
正
伝
寺
は
西

賀
茂
（
京
都
市
北
区
）
に
所
在
す
る
臨
済
宗
寺
院
で
あ
り
、
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）

に
賀
茂
別
雷
神
社
（
以
下
賀
茂
社
）
の
社
家
森
経
久
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
後
醍
醐
天

皇
・
足
利
義
満
の
祈
願
所
と
も
さ
れ
た
。

　

九
通
の
要
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

①
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
正
月
十
一
日　

左
衛
門
太
郎
田
地
百
姓
職
売
券

　
　

②
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
九
月
二
十
九
日　

初
寿
大
夫
田
地
充
行
状

　
　

③
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
十
二
月
十
三
日　

蔵
人
頭
田
地
売
券
案

　
　

④
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
九
月
二
十
六
日　

孫
次
郎
昌
久
田
地
作
職
売
券

　
　

⑤
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
八
月
十
六
日　

民
部
丞
氏
朝
田
地
作
職
売
券

　
　

⑥
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
三
月
□
日　

等
賢
・
宗
栄
藪
売
券

　
　

⑦
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
十
二
月
十
三
日　

山
本
町
衛
門
太
郎
影
堂
畠
売
券

　
　

⑧
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
五
月
十
一
日　

�

お
こ
う
・
お
か
め
田
地
年
貢
米
売
券

　
　

⑨
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
十
一
月
二
十
八
日　

�

高
橋
彦
兵
衛
等
惣
中
道
場

預
状

　

こ
の
う
ち
正
伝
寺
（
同
寺
円
通
庵
）
領
に
関
わ
る
の
は
①
・
④
で
あ
り
、
便
宜
的

に
「
正
伝
寺
関
係
文
書
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
本
所
に
お
い
て
整
理
登

録
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
、
大
半
が
賀
茂
社
膝
下
の
賀
茂
六
郷
に

所
在
す
る
同
社
領
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
本
所
で
の
登
録
名
と

し
て
「
賀
茂
別
雷
神
社
領
関
係
文
書
」
を
採
用
し
た
。

　

購
入
時
は
九
通
す
べ
て
貼
り
継
が
れ
、
文
書
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
雑
に
あ
つ
ら

え
ら
れ
た
表
紙
と
軸
が
付
き
巻
子
と
な
っ
て
い
た
が
（
題
簽
も
あ
る
が
文
字
は
な

し
）、
各
文
書
に
多
少
の
傷
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
端
裏
書
や
裏
書
の
存
す
る
文
書

が
あ
る
こ
と
、
裏
打
紙
に
よ
り
そ
れ
ら
の
確
認
に
支
障
が
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
所
修
理
室
に
て
解
体
修
理
と
養
生
を
お
こ
な
い
、
一
点
一
点
別
に
し

て
保
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
１
）

史
料
紹
介賀

茂
別
雷
神
社
領
関
係
文
書

金　
　

子　
　
　
　
　

拓

遠　
　

藤　
　

珠　
　

紀

志　
　

賀　
　

節　
　

子

高　
　

橋　
　

敏　
　

子
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（
２
）
人
名
考
証

　

九
通
に
は
多
く
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
土
地
の
売
主
・
買
主
・
証
人
な
ど
と
し

て
記
載
の
あ
る
人
物
の
多
く
は
賀
茂
社
の
氏
人
と
推
測
さ
れ
る
。
売
買
さ
れ
た
土
地

の
性
格
や
、
売
買
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
出
自
や
経
歴

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
作
業
と
考
え
、
以
下
そ
の
考
証
の
結
果

を
簡
単
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
（
Ａ
）
福
松
大
夫
・
大
炊
頭
実
氏
（
佳
氏
）

　

③
④
⑤
の
買
主
福
松
大
夫
実
氏
、
⑥
の
買
主
大
炊
頭
実
氏
、
⑦
の
買
主
お
よ
び
⑤

端
裏
書
の
大
炊
頭
佳
氏
は
同
一
人
物
で
あ
る
。
賀
茂
県
主
同
族
会
所
蔵
『
賀
茂
祢
宜

神
主
系
図
（
新
古
系
図
）』（
以
下
系
図
）
の
佳
氏
項
に
は
、「
従
五
位
上
／
福
松
、

大
炊
頭
／
元
実
氏
」
と
あ
る
。

　

⑦
と
同
年
の
天
正
八
年
度
に
大
炊
頭
は
評
定
衆
を
務
め
て
お
り
、
同
年
の
職
中
算

用
状
な
ど
か
ら
諱
は
佳
氏
と
確
認
で
き
る
。
花
押
に
注
目
す
る
と
、
同
じ
花
押
の
人

物
は
同
三
年
八
月
に
福
松
大
夫
と
し
て
署
判
を
据
え
、
同
五
年
七
月
に
は
大
炊
頭
と

し
て
見
え
る
。
彼
の
官
途
・
諱
の
変
化
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

～
永
禄
十
年
八
月
（
⑤
）
～
天
正
三
年
十
一
月
～
：
福
松
大
夫
実
氏

　
　

～
天
正
五
年
七
月
～
同
六
年
三
月
（
⑥
）
～
：
大
炊
頭
実
氏

　
　

～
天
正
八
年
十
二
月
（
⑦
）
～
：
大
炊
頭
佳
氏

　
（
Ｂ
）
初
寿
大
夫

　

②
の
売
主
「
は
つ
寿
大
夫
」
の
花
押
は
、
②
と
同
年
の
永
正
十
六
年
八
月
の
氏
人

中
置
文
に
初
寿
大
夫
と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
花
押
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
十
月
に
は
若
狭
守
と
し
て
花
押
を
据
え
て
お
り
、
若
狭
守

の
活
動
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
ま
で
確
認
で
き
る
。
辰
田
芳
雄
氏
が
紹
介
し
た

永
正
七
年
の
「
御
籍
写
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
初
寿
大
夫
に
は
元
幸
・
成
幸
・
歳
顕

の
三
人
が
い
る
。

　
（
Ｃ
）
孫
次
郎
昌
久

　

永
禄
二
年
の
④
に
売
主
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
時
期
に
昌
久
の
諱
で
活
動
す
る

氏
人
に
右
衛
門
大
夫
が
い
る
。
右
衛
門
大
夫
昌
久
は
永
禄
八
年
度
に
沙
汰
人
を
務
め

て
い
る
。
系
図
に
は
「
孫
福
（
徳
イ
）、
上
野
、
右
衛
門
／
福
石
イ
」
と
あ
る
。
た
だ

し
永
禄
八
年
度
の
花
押
と
④
の
花
押
の
形
状
は
微
妙
に
異
な
る
。
花
押
に
注
目
し
た

と
き
、
④
と
同
じ
右
衛
門
大
夫
の
花
押
が
永
禄
四
年
二
月
・
同
四
月
・
同
六
年
七
月

の
氏
人
中
置
文
に
も
継
続
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
と
考
え
て
お
く
。
永
禄

八
年
二
月
の
沙
汰
人
就
任
を
機
に
花
押
を
若
干
変
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
④
に
孫
次
郎

の
通
称
を
記
し
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
（
Ｄ
）
民
部
丞
氏
朝

　

⑤
の
売
主
で
あ
る
が
、
実
は
買
主
の
実
氏
と
は
兄
弟
に
あ
た
る
（
略
系
図
参
照
）。

据
え
ら
れ
た
花
押
は
弘
治
三
年
の
氏
人
中
置
文
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
天
正
三
年
度
に

評
定
衆
を
務
め
て
お
り
、
⑤
と
同
じ
花
押
の
人
物
の
官
途
・
諱
は
⑤
と
同
様
の
民
部

丞
氏
朝
で
あ
る
。
こ
の
氏
朝
は
、
天
文
二
十
一
年
や
同
二
十
三
年
に
大
宮
郷
の
田
地

を
買
得
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
正
十
二
年
に
は
「
堂
ノ
本
」
の

田
地
作
職
を
売
却
し
て
い
る
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

賀茂県主同族会所蔵『賀茂祢宜神主系図（新古
系図）』をもとに作成した。

略系図
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略
系
図
に
あ
る
と
お
り
、
氏
朝
の
子
氏
栄
は
氏
右
の
養
子
と
な
っ
て
こ
の
家
を
継

い
だ
。
氏
栄
の
養
祖
父
氏
茂
も
ま
た
（
山
本
）
民
部
丞
を
名
乗
り
、
土
地
の
買
得
を

お
こ
な
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
江
戸
末
期
頃
に
編
纂
さ
れ
た
賀
茂
社
の
史
書
『
賀

茂
編
年
』
巻
中
（
Ⅳ
―
Ａ
―
一
九
）
の
天
文
十
七
年
条
に
、
こ
の
年
没
し
た
氏
茂
の

卒
伝
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
氏
茂
富
サ
カ
ヘ
テ
当
時
佳
名
モ
郷
里
ニ
著
シ
カ

リ
ケ
リ
」
と
あ
り
、
同
書
頭
注
で
は
「
清
古
記
」
を
引
用
し
、「
天
文
年
中
ノ
事
」

と
し
て
民
部
丞
氏
茂
家
に
は
破
風
が
あ
っ
た
と
す
る
。
比
較
的
富
裕
な
氏
人
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
Ｅ
）
縫
殿
助

　

③
の
端
裏
書
に
「
縫
殿
助
殿
売
券　

天
正
五
年
十
月
吉
日
」
と
あ
る
が
、
文
書
本

文
は
弘
治
二
年
で
あ
る
の
で
、
年
記
の
天
正
五
年
十
月
吉
日
が
何
の
時
点
を
指
す
の

か
は
定
か
で
は
な
い
。
仮
に
氏
人
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
（
永
禄
七
年
か
ら
天
正

十
五
年
ま
で
）
縫
殿
助
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
保
良
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
系
図
に

よ
れ
ば
彼
の
父
保
房
も
縫
殿
助
を
名
乗
り
、
天
文
五
年
に
自
邸
に
足
利
義
晴
の
御
成

を
受
け
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
『
神
主
竹
内
明
久
日
次
記
』
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

永
禄
年
間
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
、
最
長
寿
寺
の
敷
地
地
子
を
受
け
取
っ
て
い
た
の

も
縫
殿
助
で
あ
っ
た
。
縫
殿
助
（
保
房
・
保
良
）
家
も
ま
た
、
前
記
『
賀
茂
編
年
』

の
天
文
十
七
年
条
頭
注
所
引
「
清
古
記
」
の
な
か
で
屏
中
門
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
民
部
丞
氏
茂
家
同
様
富
裕
な
家
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　
（
Ｆ
）
右
京
進
秀
直

　

秀
直
は
⑥
に
証
人
と
し
て
署
判
す
る
。
右
京
進
秀
直
は
天
正
二
年
度
の
沙
汰
人
を

務
め
た
。
そ
の
算
用
状
な
ど
に
⑥
と
同
じ
花
押
を
据
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人

物
で
あ
る
。『
賀
茂
編
年
』
巻
中
に
よ
れ
ば
、
天
正
八
年
に
没
し
た
西
池
堯
平
は
、

父
観
平
か
ら
「
当
社
有
職
」
を
継
承
し
、「
当
社
有
職
中
興
之
師
」
と
称
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
が
、
彼
の
没
後
六
人
の
弟
子
の
家
が
「
六
流
」
と
し
て
そ
の
知
識
を
継
承

し
た
。
秀
直
は
そ
の
六
人
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

　

ほ
か
、
③
の
売
主
「
蔵
人
頭
」
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
十
九
年
前
に
あ
た
る
天
文

九
年
の
「
御
籍
写
」
で
は
教
平
が
名
乗
っ
て
い
る
（
た
だ
し
系
図
の
教
平
項
に
蔵
人

の
官
途
の
記
載
は
見
え
な
い
）。

（
３
）
内
容

　

人
名
考
証
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
文
書
群
、
と
り
わ
け
①
か
ら
⑦
ま
で
は
賀
茂

社
領
の
売
買
に
か
か
わ
る
売
券
（
も
し
く
は
充
行
状
）
で
あ
り
、
⑧
も
在
所
（
竹
鼻

口
は
賀
茂
の
い
わ
ゆ
る
社
家
町
に
所
在
）
や
「
五
斗
五
升
玄
番
頭
ヨ
リ
納
之
」
の
記

事
か
ら
、
賀
茂
社
領
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
う
ち
③
か
ら
⑦
ま
で
の
五
通
に
つ
い
て
は
、
実
氏
（
佳
氏
）
が
買
得
し
た
田

地
作
職
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
本
文
書
群
の
中
核
を
な
す
。
た
だ
③
の
端
裏
書
記

載
「
縫
殿
助
殿
売
券　

天
正
五
年
十
月
吉
日
」
と
の
関
連
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
こ

の
端
裏
書
が
指
し
示
す
対
象
が
ど
こ
ま
で
な
の
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
内
容
的
に

は
、
一
人
の
氏
人
の
田
地
買
得
の
様
子
が
原
文
書
か
ら
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
⑤
の

よ
う
に
兄
弟
間
で
土
地
が
売
買
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
氏
朝
子
氏
栄
が

養
子
に
入
っ
た
山
本
家
も
含
め
、
登
場
す
る
民
部
丞
家
・
縫
殿
助
家
が
比
較
的
富
裕

で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

　

④
で
は
本
年
貢
を
正
伝
寺
円
通
庵
に
納
め
る
記
載
が
あ
り
、「
証
文
六
通
」
を
副

え
て
昌
久
か
ら
実
氏
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。
円
通
庵
の
下
地
と
さ
れ
る
①
の
田
地
と

④
の
字
名
が
同
じ
大
宮
郷
轟
で
あ
り
、
一
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
④
の
手
継

証
文
の
な
か
に
①
も
含
ま
れ
、
③
～
⑦
と
一
緒
に
実
氏
に
移
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

⑥
で
は
社
家
町
に
位
置
す
る
十
楽
寺
南
方
に
あ
る
藪
一
所
の
売
買
が
な
さ
れ
て
い

る
。
四
至
に
記
載
の
あ
る
周
囲
も
氏
人
と
思
わ
れ
る
人
物
が
所
有
す
る
藪
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら
藪
が
氏
人
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は
賀
茂
社
に
と
っ
て
い
か
な

る
性
格
の
土
地
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
事
例
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
⑥
の
売
主
等
賢
・
中
村
入
道
宗
栄
は
氏
人
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
等
賢

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）
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に
つ
い
て
は
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
九
月
に
、
彼
を
水
落
西
光
寺
の
御
留
守
職

に
補
任
す
る
文
書
と
、
そ
れ
に
対
す
る
等
賢
の
請
文
が
『
実
相
寺
文
書
』
中
に
伝
わ

る
。
水
落
の
地
名
は
、
洛
中
を
北
か
ら
流
れ
る
小
川
が
、
東
西
を
通
る
上
立
売
通
の

所
で
東
に
曲
折
す
る
あ
た
り
に
残
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
「
水
落
寺
」
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
が
、
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
実
氏
関
係
の
売
券
と
は
一
見
無
関
係
な
②
だ
が
、所
在
す
る
大
宮
郷
の「
こ

う
さ
い
」
に
口
才
の
文
字
を
当
て
て
よ
け
れ
ば
、
当
所
は
轟
の
近
く
で
あ
り
、
何
ら

か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
②
で
興
味
深
い
の
は
、
売
主
初
寿
大
夫
の
一

期
の
間
充
行
う
と
あ
る
点
で
あ
る
。「
一
期
分
」
と
は
通
常
充
て
ら
れ
た
者
の
一
期

の
間
を
指
す
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
か
ら
、
逆
に
充
行
う
者
（
も
し
く
は
売
主
）

の
一
期
と
い
う
条
件
は
め
ず
ら
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

⑧
は
女
性
に
よ
る
年
貢
米
の
売
買
契
約
を
示
し
て
い
る
が
、
対
象
田
地
に
関
す
る

権
利
関
係
は
年
貢
米
の
納
入
者
を
除
く
と
詳
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
賀
茂
別
雷
神
社

文
書
中
に
は
、「
お
こ
う
」
関
連
の
史
料
、
天
正
十
九
年
「
お
こ
う
分
算
用
状
」、
慶

長
四
年
・
同
五
年
「
お
こ
う
分
石
打
算
用
状
」
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の
慎
重
な
検
討

を
要
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
と
⑧
の
田
地
に
対
す
る
「
お
こ
う
」
の
権
利
関

係
は
、
年
貢
米
（
石
高
表
記
）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

　

最
後
の
⑨
は
、
こ
れ
以
前
の
八
通
の
売
券
類
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
内
容
の
文
書

で
あ
る
。
鳥
居
辻
子
の
檜
物
屋
御
直
参
の
道
場
を
祐
照
坊
に
与
え
る
内
容
で
あ
り
、

高
橋
彦
兵
衛
以
下
の
「
惣
中
」
が
、
以
後
「
爰
許
六
ヶ
寺
」
並
に
待
遇
す
る
旨
約
束

し
て
い
る
。「
御
直
参
之
道
場
」
が
浄
土
真
宗
の
信
徒
組
織
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
、

賀
茂
社
近
傍
に
鳥
居
辻
子
と
い
う
地
名
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
賀
茂
社
関
係
文

書
か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
人
名
考
証
・
内
容
紹
介
は
ご
く
簡
単
に
述
べ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が
、
本
文
書
群
に
関
す
る
基
本
的
情
報
の
調
査
に
よ
り
、
氏
人
ら
に

よ
る
所
領
の
売
買
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
や
、
京
都
市
歴

史
資
料
館
所
蔵
『
岩
佐
家
文
書
』
な
ど
に
残
る
売
券
類
も
視
野
に
含
め
、
総
合
的
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
本
文
書
群
は
そ
う
し
た
主
題
を
考

え
る
た
め
の
切
り
口
に
な
り
そ
う
な
対
象
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

【 

翻　

刻 

】

凡
例

・�

文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
あ
ら
た
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込

み
と
し
た
。
本
文
に
は
適
宜
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
加
え
た
。

・�

本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は〔　

〕

に
、
本
文
の
仮
名
に
該
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
漢
字
を
（　

）
入
れ
傍
に
記
し
た
。

・�

文
字
の
破
損
な
ど
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
部
分
は
［　

］
□
な
ど
に
よ
り
示
し
た
。

①「
十
」

永
代
う
り
申
百
姓
識
之
田
の
事
、

　
　

合
壱
段
ハ
、
在
所
ハ
太
宮
郷
内

あ
さ
な
と
ゝ
ろ
き
、

右
件
百
姓
識
ハ
、
代
弐
貫
六
百
文
ニ
、
て
つ
き
の
本
も
ん
し
よ
あ
い
そ
へ
、
永
代
う

り
申
処
実
正
也
、
但
彼
田
ハ
正
伝
寺
の
円
通
庵
の
下
地
也
、
年
貢
七
斗
六
升
五
合
、

本
や
く
の
正
税
、
賀
茂
の
う
り
ま
す
に
て
三
斗
三
升
也
、
佐
土
殿
へ
は
か
り
申
候
、

又
御
け
ち
八
十
文
に
て
候
、
此
ほ
か
諸
や
く
ハ
あ
る
ま
し
く
候
、
若
天
下
一
同
の
御

徳
政
行
候
共
、
又
わ
た
く
し
の
儀
に
て
も
候
へ
、
違
乱
煩
申
ま
し
く
候
、
若
又
我
々

か
子
孫
に
を
き
候
て
、
と
か
く
い
ら
ん
申
物
候
ハ
ゝ
、
盗
人
の
御
弁
を
こ
な
は
れ
へ

く
候
、
仍
後
日
之
為
ニ
永
代
売
現
状
如
件
、

　
　
　

文
明
拾
弐
年
正
月
十
一
日　
　
　
　

さ
ゑ
も
ん
太
郎
（
略
押
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
端
裏
書
）

〔
職
、以
下
同
じ
〕〔

券
〕

田
尻
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②あ
て
お
く
田
地
之
事
、

　
　

合
一
段
者
、
太
宮
郷
内
、
さ
い
せ
う　
　

こ
う
さ
い
也
、

右
か
の
田
者
、
よ
う
〳
〵
あ
る
に
仍
、
わ
れ
〳
〵
い
ち
こ
の
あ
い
た
、
さ
お
い
な
く

あ
て
可
申
候
、
い
ら
わ
つ
ら
い
候
ハ
ゝ
、
あ
て
ぬ
し
と
し
て
あ
き
ら
め
可
申
候
、
仍

為
後
日
之
状
如
件
、

　
　
　

永
正
十
六
年
九
月
廿
九
日

�

は
つ
寿
大
夫
（
花
押
）

③「
縫
殿
助
殿
売
券　

天
正
五
年
十
月
吉
日
」

永
代
売
渡
申
田
地
事
、

　
　

合
小
者
、
在
所
本
券
有
之
、

右
件
田
地
者
、
為
買
徳
之
地
当
知
行
雖
無
相
違
、
依
有
要
用
、
直
銭
四
貫
文
仁

　

福
松

大
夫
実
氏
ニ
本
券
壱
通
、

相
添
之
、
永
代
売
渡
申
処
実
正
明
白
也
、
然
者
為
無
役
地

全
可
有
永
領
者
也
、
万
一
於
此
田
地
違
乱
煩
申
輩
有
之
者
、
我
等
罷
出
、
其
明
可
申

者
也
、
仍
為
後
証
亀
鏡
永
代
放
券
之
状
如
件
、

　
　
　

弘
治
弐
年
十
二
月
十
三
日�

蔵
人
頭

④永
代
売
渡
申
田
地
作
識
之
事
、

　
　

合
壱
段
者
、
在
所
大
宮
郷
之
内
字

上
と
ゝ
ろ
き
ニ
在
之
、

右
件
田
地
作
識
者
、
我
々
売
徳
当
知
行
無
相
違
者
也
、
雖
然
よ
う
〳
〵
あ
る
に
ヨ
リ
、

直
銭
拾
参
貫
文
ニ
福
松
大
夫
実
氏
江

永
代
う
り
渡
申
所
実
正
也
、
然
者
本
年
貢
米
七

斗
六
升
五
合
、
正
伝
寺
円
通
庵
へ
納
之
、
幷

正
税
三
斗
三
升
、
か
も
の
う
り
か
い
の

升
に
て
納
之
、
此
外
御
結
鎮
銭
八
十
文
、
毎
年
正
月
十
四
日
已
前
ニ
可
有
其
さ
た
候
、

但
証
文
六
通
相
副
渡
申
、
其
外
為
無
役
可
有
御
知
行
候
、
仍
永
代
売
券
之
状
如
件
、

　
　
　

永
禄
弐
年
九
月
廿
六
日　
　
　
　
　

昌
久
（
花
押
）

⑤「
西
賀
茂
作
職
御
検
地
以
前
作
合

　
　
　
　
　
　

山
本
民
部
丞
氏
朝
ゟ
大
炊
頭
佳
氏
へ
売
券
也
、」

永
代
売
渡
申
宝
幢
院
田
作
職
事
、

　
　

合
大
者
、
河
上
郷
之
内
字
ヒ
ト
リ
カ
シ
リ
ト
号
、

坊
之
後
ニ
在
之
、

右
件
作
職
者
、
買
得
当
知
行
雖
無
相
違
、
依
有
要
用
、
直
銭
四
貫
文
仁

福
松
大
夫
実

氏
江

本
券
壱
通
相
副
之
、
永
代
売
渡
申
処
実
正
明
白
也
、
然
者
本
年
貢
米
九
斗
二
升

幷
御
結
鎮
銭
七
十
文
、
可
有
納
所
候
、
此
外
諸
役
無
之
、
全
可
有
永
領
者
也
、
万
一

違
乱
煩
之
儀
有
之
者
、
可
令
其
明
者
也
、
仍
為
後
証
永
代
沽
券
之
状
如
件
、

　
　
　

永
禄
十
丁卯

年
八
月
十
六
日　

　　
　
　

氏
朝
（
花
押
）

⑥永
代
売
渡
申
藪
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　

上
賀
茂
十
楽
寺
町
南
方
也
、
限
北
東
者

　
　

合
壱
所
者
、
小
川
、
南
ハ
限
遠
江
守
持
之
藪
、
西
ハ
愛
福
大
夫

　
　
　
　
　
　
　

藪
、
墻
ハ
北
東
西
三
方
、
此
方
進
退
也
、

右
件
藪
者
、
為
先
祖
相
伝
之
地
、
雖
無
当
知
行
相
違
、
依
有
要
用
、
直
米
五
石
五
斗

ニ
大
炊
頭
実
氏
江

永
代
売
渡
申
処
実
正
明
白
也
、
但
本
支
証
者
、
今
度
京
都
一
乱
ニ

紛
失
仕
候
条
、
相
副
不
申
候
、
若
重
而
何
方
よ
り
出
申
候
共
、
可
為
反
故
候
、
猶
於

此
藪
、諸
役
一
粒
一
銭
無
之
候
間
、若
於
向
後
違
乱
煩
申
輩
有
之
者
、我
等
子
々
孫
々
、

又
右
京
進
殿
加
判
候
間
、
同
事
ニ
罷
出
、
其
明
可
申
者
也
、
然
者
全
可
有
永
領
者
也
、

仍
為
後
証
亀
鏡
永
代
放
券
之
状
如
件
、

（
端
裏
書
）

〔
買
〕

売
主
孫
次
郎

（
端
裏
書
）

民
部
丞
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天
正
六
年
戊寅

三
月
□
日　　
　
　
　
　

等
賢
（
花
押
）

�

　
　

宗
栄
（
花
押
）

�

　
　

秀
直
（
花
押
）

⑦「
絵
堂
畠
売
券　

山
本
ノ
衛
門
太
郎
よ
り
」

「
此
内
半
分
、
次
衛
門
進
退　

佳
氏
（
花
押
）」

永
代
売
渡
申
影
堂
畠
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　

在
所
ま
わ
り
地
蔵
北
方
也
、
北
者
宗
観
之

　
　

合
壱
所
者
、
茶
薗
也
、
東
者
大
道
也
、
南
も
道
也
、

　
　
　
　
　
　
　

西
者
田
口
与

五
郎
右
衛
門
両
人
持
也
、

右
件
畠
ハ
、
我
等
当
知
行
雖
無
相
違
、
依
有
要
用
、
直
米
六
斗
ニ
以
判
升
大
炊
頭
佳

氏
へ
永
代
売
渡
申
処
実
正
明
白
也
、
然
者
本
地
子
米
八
升
、
以
御
中
之
升
影
堂
之
御

人
数
へ
可
有
御
沙
汰
候
、
此
外
ハ
諸
役
少
も
無
之
候
、
万
一
従
何
方
違
乱
煩
之
輩
出

来
申
候
者
□
□
盗
人
可
被
処
罪
科
候
条
、
全
可
有
永
領
候
、
仍
為
後
証
永
代
売
券
状

如
件
、

　
　
　

天
正
八
年
十
二
月
十
三
日�

　
　

衛
門
太
郎
（
略
押
）

⑧永
代
売
渡
申
田
地
年
貢
米
之
事
、

　
　

合
壱
所
者
、
在
所
竹
鼻
口
ニ
有
之
、

右
件
年
貢
米
者
、
当
知
行
無
相
違
者
也
、
然
者
毎
年
拾
月
廿
日
時
分
ニ
、
五
斗
五
升

玄
番
頭
ヨ
リ
納
之
、
雖
然
依
有
要
用
、
直
米
伍
石
五
斗
ニ
永
代
ち
や
〳
〵
女
へ
売
渡

申
処
実
正
明
白
也
、
本
支
証
者
、
為
紛
失
之
間
、
不
相
副
候
、
於
此
年
貢
米
違
乱
煩

申
輩
有
之
者
、
我
々
罷
出
、
其
明
自
可
申
候
、
仍
為
後
証
永
代
売
券
之
状
如
件
、

　
　
　

文
禄
四
乙未

五
月
十
一
日�

お
こ
う
（
筆
軸
印
）

�

お
か
め
（
筆
軸
印
）

⑨一
書
申
上
候
、
然
者
鳥
居
辻
子
檜
物
屋
御
直
参
之
道
場
坊
主
無
御
座
候
に
付
而
、
祐

照
坊
を
す
へ
申
候
、
然
上
ハ
御
本
尊
・
同
諸
道
具
以
下
、
悉
相
渡
申
候
、
右
之
御
寺
、

永
代
祐
照
坊
へ
進
上
申
候
所
実
正
也
、
道
場
之
し
ふ
く
萬
之
儀
ハ
、
爰
許
六
ヶ
寺
ノ

御
寺
中
之
な
ミ
に
御
馳
走
可
仕
候
、
少
も
如
在
申
間
敷
候
、
仍
為
後
日
状
如
件
、

　
　
　

慶
長
拾
弐
年

　
　
　
　

霜
月
廿
八
日　
　

惣
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
兵
衛
（
印
）�

　

喜
兵
へ
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
左
衛
門
（
花
押
）�

　

三
郎
二
郎
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
右
衛
門
（
印
）　�

　

作
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
右
衛
門
（
花
押
）�

　

は
り
か
ね
や
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
右
衛
門
（
筆
軸
印
）　 

こ
も
源
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
右
衛
門
（
花
押
）�

　

介
右
衛
門
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
右
衛
門
（
印
）�

　

弥
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

�

　

左
衛
門
（
筆
軸
印
）

　
　
　

祐
照
坊
様
参

注（
１
）　
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）「
正
伝
寺
」
項
（
竹
貫
元
勝
氏
執
筆
）。

（
２
）　

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ（https://trc-adeac.trc.co.jp/W

J11C
0/W

JJS02U
/2600515100/

）ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
。
な
お
系
図
に
つ
い
て
は
、
山
本
宗
尚
・
月
本
一
武
「『
賀
茂
祢
宜
神
主
系

図
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
活
用
の
可
能
性
」（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

論
文
集
』
二
〇
三
―
二
一
〇
、二
〇
一
五
年
）
も
参
照
。

（
３
）　
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
天
正
八
年
二
月
分
職
中
算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
一
―

売
主

同
中
村
入
道

請
人
右
京
進

（
端
裏
書
）

（
裏
書
）

売
主
山
本
町

〔
蕃
〕

（
修

復
）

高
橋

船
町

吉
田

悪
銭
や

漆
屋

と
り
ゐ
の
つ
し

と
り
ゐ
の
辻
子

同ひ
も
の
や

帋
や

い
つ
も
や

熊
木

川
向
米
や
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三
六
七
）・
同
九
年
正
月
惣
中
恒
例
引
付
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
五
―
一
五
三
）。
括
弧
内
は
京

都
府
教
育
委
員
会
編
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
目
録
』（
二
〇
〇
三
年
）
の
整
理
番
号
。

以
下
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
は
文
書
名
と
整
理
番
号
に
よ
り
表
記
す
る
。
花
押
に
よ
る

氏
人
の
人
名
比
定
に
つ
い
て
は
、
金
子
「
賀
茂
氏
人
花
押
考
―
左
衛
門
大
夫
長
顕
の

場
合
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
九
五
、

二
〇
二
二
年
）
参
照
。

（
４
）　

天
正
三
年
八
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
三
二
、
賀
茂
別
雷
神
社
編
『
賀

茂
別
雷
神
社
史
料
１　

氏
人
置
文
』
一
四
七
号
、
以
下
同
書
収
録
史
料
は
、
氏

一
四
七
号
の
よ
う
に
表
記
す
る
）。

（
５
）　

天
正
五
年
七
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
四
二
・
氏
一
五
七
号
）。

（
６
）　

永
正
十
六
年
八
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
〇
三
・
氏
一
〇
九
号
）。

（
７
）　

天
文
元
年
十
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
一
〇
・
氏
一
一
九
号
）、
弘
治
三

年
十
一
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
一
二
・
氏
一
二
二
号
）。

（
８
）　

辰
田
芳
雄
「
賀
茂
別
雷
神
社
の
氏
人
の
官
名
と
実
名
―
永
正
七
年
・
天
文
六
年
御

籍
写
（
國
學
院
大
學
図
書
館
収
蔵
座
田
家
旧
蔵
書
五
七
一
）
の
考
察
―
」（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
〇
―
三
『
賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏
人
』

二
〇
二
一
年
所
収
）。
し
か
し
系
図
の
元
幸
項
に
は
主
馬
の
官
途
し
か
記
載
が
な
く
、

成
幸
・
歳
（
俊
）
顕
項
に
は
、
初
寿
は
あ
る
も
の
の
若
狭
は
見
ら
れ
な
い
。

（
９
）　

永
禄
九
年
正
月
分
職
中
算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
一
―
二
〇
二
）・
同
月
職
中
恒
例
遣
方

算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
五
―
七
四
）。

（
10
）　

永
禄
四
年
二
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
一
三
・
氏
一
二
三
号
）、
同
年
四

月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
一
四
・
氏
一
二
五
号
）、
同
六
年
七
月
氏
人
中
置

文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
一
五
・
氏
一
二
六
号
）。

（
11
）　

弘
治
三
年
十
一
月
氏
人
中
置
文
（
Ⅱ
―
Ｂ
―
一
―
一
一
二
・
氏
一
二
二
号
）。

（
12
）　

天
正
三
年
十
二
月
分
職
中
算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
一
―
三
二
九
）、
同
四
年
正
月
職
中

算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
五
―
八
三
）。

（
13
）　

天
文
二
十
一
年
三
月
三
十
日
善
福
寺
意
朴
田
地
作
職
売
券
（
Ⅱ
―
Ｅ
―
二
―

三
二
）、
同
二
十
三
年
十
一
月
十
九
日
円
通
院
奉
行
令
熈
売
券
写
（
金
子
「
史
料
紹
介

　

上
賀
茂
社
雑
掌
連
署
返
答
状
下
書
」、
前
掲
『
賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏
人
』
所

収
）。

（
14
）　

前
掲
「
史
料
紹
介　

上
賀
茂
社
雑
掌
連
署
返
答
状
下
書
」
に
て
紹
介
し
た
『
家
領

証
文
写
』（
Ⅱ
―
Ｇ
―
一
―
二
四
～
二
六
）
所
収
文
書
の
二
一
九
号
。

（
15
）　

前
注
『
家
領
証
文
写
』
所
収
文
書
二
九
八
号
・
三
〇
六
号
・
三
二
五
号
（
三
〇
六

号
は
前
掲
「
資
料
紹
介　

上
賀
茂
社
雑
掌
連
署
返
答
状
下
書
」
中
に
全
文
写
さ
れ
て

い
る
）。
ま
た
、『
家
領
証
文
写
』
に
は
、「
民
部
丞
」
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
文
明
八
年

か
ら
天
正
十
二
年
ま
で
の
売
券
二
五
通
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

遠
藤
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
神
主
竹
内
明
久
日
次
記
」（
座
田
文
書
）
の
解

題
と
翻
刻
」（『
國
學
院
大
學 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
一
二
、二
〇
二
〇
年
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
一
―
七
『
続 

賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏

人
』
二
〇
二
二
年
に
再
収
）。

（
17
）　

金
子
「
賀
茂
別
雷
神
社
と
最
長
寿
寺
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
二
―
一
一
、

二
〇
二
一
年
）、
同
「
史
料
紹
介　

賀
茂
別
雷
神
社
両
寺
職
中
算
用
状
」（
前
掲
『
続 

賀
茂
別
雷
神
社
の
所
領
と
氏
人
』
所
収
）。

（
18
）　

天
正
二
年
二
月
分
職
中
算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
一
―
二
六
三
）、
同
三
年
正
月
惣
中
恒

例
遣
方
算
用
状
（
Ⅱ
―
Ｉ
―
五
―
八
二
）。

（
19
）　

系
図
。
そ
の
著
作
と
思
わ
れ
る
も
の
に
『
堯
平
座
席
之
即
監
』（
Ⅱ
―
Ｂ
―
三
―

一
三
三
）
が
あ
る
。
ま
た
、
堯
平
が
伝
え
た
目
代
・
所
司
の
故
事
が
『
当
社
有
職
抄
』

写
本
（
Ⅳ
―
Ａ
―
二
）
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

辰
田
注
（
８
）
論
文
。

（
21
）　

以
下
賀
茂
六
郷
の
地
名
比
定
は
、
須
磨
千
頴
『
賀
茂
別
雷
神
社
境
内
諸
郷
の
復
原

的
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
）
に
拠
る
。

（
22
）　

天
正
七
年
十
一
月
二
十
二
日
保
長
・
保
妙
・
保
番
連
署
藪
売
券
（『
岩
佐
家
文
書
』

二
六
〇
）、
同
十
二
年
八
月
二
十
三
日
藪
之
人
数
置
文
条
々
定
書
（
同
前
二
八
六
・

二
八
七
）、
同
十
二
年
十
月
十
二
日
藪
月
行
事
算
用
注
進
状
（
同
二
八
九
）、
同
十
六

年
六
月
十
九
日
藪
つ
け
の
日
記
（
同
前
三
二
三
）
な
ど
。
括
弧
内
は
、
京
都
市
歴
史

資
料
館
の
同
文
書
目
録
整
理
番
号
。

（
23
）　

元
亀
三
年
九
月
二
日
（
等
賢
坊
宛
）
芝
坊
成
願
奉
書
案
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

研
究
成
果
報
告
二
〇
一
八
―
三
『
実
相
院
文
書
』
二
一
四
号
）・
同
日
（
芝
御
坊
宛
）

等
賢
請
文
（
同
二
一
五
号
）。

（
24
）　

平
凡
社
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
）。
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（
25
）　

順
番
に
、
Ⅱ
―
Ｇ
―
四
―
二
八
、
Ⅱ
―
Ｉ
―
五
―
一
一
五
九
、
Ⅱ
―
Ｉ
―
五
―

九
六
五
・
九
六
六
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
二
〇
一
八
―
二
一
年
度
特
定
共
同
研
究

「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・
研
究
」、
お
よ
び
二
〇
二
二
年
度
特
定
共
同
研
究
「
賀
茂

別
雷
神
社
文
書
・
社
家
文
書
の
調
査
・
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


